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使用基準改正により使用禁止期間に注意が必要な動物用医薬品
（平成 18年 5月 29 日改正）

（説明）
改正の経過措置として、平成 18 年 10 月 10 日までは改正前の表示のものの流通が認められるため、この期間中に
流通する製品には、直接の表示と添付文書の記載が変更されておらず、変更内容を記載した説明書が輪ゴム等を用
いて添付されているものもある。この説明書が添付されていないものもある可能性があるので使用禁止期間を確認
することが重要である。
動物用医薬品と同一成分を含む人体用又は人獣共用の医薬品については、動物用医薬品としての使用禁止期間は定
められていないが、食品衛生法上の規制は同様に行われることになっており、その使用に際しては、同様の休薬期
間を設けなければ、食品衛生法違反になる可能性がある。
製品の名称欄に記載されている医薬品には漏れがある可能性がありますので、医薬品名及び投与経路を確認して使
用すること。

１．従来の使用禁止期間が延長された動物用医薬品

医薬品 使用対象動物 使用禁止
期間
（改正前）

使用禁止
期間（H18
年 5 月 29
日以降）

製品の名称（製造販売会社名）

硫酸ジヒドロスト
レプトマイシンを
有効成分とする注
射剤（単剤）

馬 畜体 30 日 畜体 60 日 ジヒドロストレプトマイシン注射液「タムラ」
（田村製薬）
ジヒドロストレプトマイシン注“第一”250（第
一製薬）
ジヒドロストレプトマイシン注「文永堂」（文
永堂製薬）
硫酸ジヒドロストレプトマイシン「明治」（明
治製菓）
硫酸ジヒドロストレプトマイシン注射液明治
（明治製菓）
硫酸ジヒドロストレプトマイシン注射液 250
明治（明治製菓）
硫酸ジヒドロストレプトマイシン注「ニッサ
ン」（日産合成工業）
硫酸ジヒドロストレプトマイシン注射液「ニッ
サン」100（日産合成工業）

スルファモノメト
キシンを有効成分
とする注射剤 

牛 畜体 7日
乳 72 時間

畜体 28 日
乳 72 時間

ダイメトン注（フジタ製薬）
ダイメトンB注 20%（フジタ製薬）

豚 畜体 7日 畜体 14 日 ダイメトン注（フジタ製薬）
ダイメトンB注 20%（フジタ製薬）
コンピート注（第一製薬）


